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令和４年度 学校運営連絡協議会実施報告書 
                             

                              東京都立園芸高等学校 定時制課程 

 

１ 組織   

（１）都立園芸高等学校 学校運営連絡協議会（定時制課程） 

（２）事務局の構成 教務主任（事務局長)・進路指導主任・生活指導主任  計３名 

（３）内部委員の構成 

   副校長、経営企画室長、教務主任、生活指導主任、進路指導主任、農場主任、保健清美主任、 

学年会主任、スクールカウンセラーの合計８名 

（４）協議委員の構成 

保護者代表１名、同窓会代表１名、近隣中学校長１名、地域住民代表２名、 

地域消防署１名、地域警察署１名、就労連携機関代表１名、地域連携推進者１名の合計９名 

 

２ 令和４年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、内容、その他 

    

   第１回 令和４年６月２３日（木曜） 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出、防災委員についても委嘱 

     学校経営計画、昨年度の学校経営報告、昨年度の学校評価結果の分析・考察、 

本校の現状と課題等説明、１学期の教育活動に関する報告 

 

   第２回 令和４年１１月２９日（火曜） 

     前回の意見交換・質疑応答、２学期の教育活動に関する報告 

これまでの本年度の本校の現状と課題等説明（各分掌の活動状況中間報告）、協議委員からの教育活

動に対する意見、学校評価の内容検討、意見交換 

 

   第３回 令和５年３月２日（木曜） 

    前回の意見交換、これまでの教育活動に関する報告（各分掌からまとめと課題の報告） 

    学校評価アンケート集計結果、課題の報告・確認、次年度に向けた取り組み 

    協議委員からの教育活動に対する意見提出 

   

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

       「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

   「学校運営」「学習」「生活」「進路」「特別活動」「施設・設備」「学校情報」「全般・その他」の観点で

実施する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

  ・１月 保護者    対象：２４人  回収： ４人  回収率：  １７％ 

  ・１月 生徒     対象：２４人  回収：１９人  回収率：  ７９％ 

  ・１月 教職員    対象：１１人  回収：１１人  回収率：１００％ 

  ・１月 地域     対象：２５人  回収：２５人  回収率：１００％ 

（３）主な評価項目 

  ・「学校運営」「学習」「生活」「進路」「特別活動」「施設・設備」「学校情報」「全般・その他」など 

の評価項目を、学校の実態に合わせて設定した。 

（４）評価結果の概要 （校長や学校全般への意見・提言内容） 

  ・保護者の回答数が少なく、アンケートとしての精度に欠けるが、授業進度、わかりやすさ、個別対応、

授業内容は保護者の 75％が肯定的である一方、課題を見つけ考えを表現できる授業については否定的

な意見も若干ある。 

  ・なお、回答数が少なくなった原因は、O365の Formsによってアンケートを実施したが、その告知が

徹底できなかったことが挙げられる。告知方法の改善を図ることが必要である。 



 2 / 3 

 

  ・読書活動では図書館利用は減少し、利用状況について 79%の生徒しか肯定的でない。 

  ・生活面では、本校の生活指導は教員の想定以上に生徒・保護者に受け入れられている。園芸展やスポ

ーツ大会実施の効果か約 88%の生徒がホームルーム活動は活発であると回答した。相談体制に対する

肯定的な回答は生徒 95%に対し、保護者 75%と生徒の方が高くなっている。生徒一人ひとりへの丁寧

な対応について理解が進んでいると考えられる。 

  ・同じく、学校生活に対する満足度は、保護者のほとんどが本校に入学したことについて満足しており、

生徒の満足度も 95%と大きく改善した。来年度以降も感染症対策を意識しながらも、生徒一人ひとり

に丁寧で十分な教育活動が展開できるよう工夫していく。 

（５）評価結果の分析・考察（校長や学校全般への意見・提言） 

 ・感染症対策も徐々に緩和され、教育活動を保護者はじめ外部の方々へ学校での教育や生徒の活動を直

接見せる機会が徐々に増えている。それに付随して評価も回復していると考える。来年度は、さらに

感染症対策を行いながら、「開かれた学校」づくりを進める必要がある。 

  ・ホームページや Twitter、Instagramなどの SNSを利用した学校情報の発信は、生徒・保護者、地域

住民、中学生など、広い範囲で学校 PR に繋がっていると高く評価していただいた。しかし、中には

知らない方もいるため、広報活動をより活発にする必要もある。来年度は、中学校及び中学生その保

護者への学校広報を充実させるとともに、学校案内等も改善して本校の存在を広めていく。 

  ・昨年度より生徒の学力向上に向けたコア課題を教職員で共有し定期的に評価と改善を行っている。こ

の他に「生徒による授業評価」の毎学期や考査ごとの実施等により生徒の声を聞くとともに、教科担

当者が指導計画、評価等について更に説明を行うことが大切である。新学習指導要領の年次進行に伴

い ICT機器を使った個別最適な学習支援や探究活動の充実を進めるため、また時間講師が多い定時制

課程の特徴も考慮に入れながら、授業の改善を全教職員で研修していく必要がある。   

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

  ・学校評価アンケートの教員の評価、生徒・保護者の評価及び協議委員の意見を協議した結果、学校側

からのホームページを利用した保護者・生徒への情報発信を行うこととともに、情報発信そのものの

PR が今後も必要であること、授業改善に向けた校内研修の実施とその充実を進めるとともに保護者

や地域及び受検生に向けた情報の周知に努める必要があることについての意見の一致を見た。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

  ・協議委員は、伝統ある本校の学校の教育機能や施設の活用状況、充実した専門教育を理解し、評価し

ている。一方で、それらが中学校や中学生、地域住民へ十分に伝わっていないと感じている。 

  ・今年度は外部の学校説明会への参加と体験入学を中心に募集活動を行ったが、次年度は中学校への訪

問も充実させる。 

  ・感染症対策緩和に伴い、地域との協力関係の強化を目指し、防災に対しての備えや訓練の実施方法等

について検討していく。 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

（１）学校運営 

    生徒・保護者に対して、機会あるたびに学校の教育方針を説明し理解を得る。 

    過去の地域連携リーディング校としてのノウハウや、専門性を生かした連携をより一層充実させてい

く。 

（２）学習指導 

   若手教諭の授業参観、普通科と農業科の相互授業研究、校外の研修会をより積極的に活用し、授業力

を向上させる。特に現 1学年から始まっている新学習指導要領に対し、研修をしっかり行い、授業を

評価の一体化を進めるとともに、メガスクール構想に則った、一人 1台端末を活用した授業について、

より一層の研修を行って教員の授業力の向上を図っていく。 

（３）特別活動 

   部活動と学級活動については、感染症対策を考慮しつつ、生徒の主体的な活動を引き出し、活性化を

図る。学校行事についても、生徒が主体となった活動を維持しつつ、達成感や成就感が得られるよう

に、今後も指導を継続する。 

（４）生活指導 

   面接週間の設定など年間を通して生徒と面談する機会を今後も確保する。さらに、保護者との面談の

機会を設定し、保護者との連携を強化する。また、スクールカウンセラーや外部機関（せたがや若者

サポートステーション等）との連携を継続していく。 

（５）進路指導 
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   入学時より進路に関する情報を提供し、進路指導を早期から実施し、考える機会を持てるように取組

んでいる。これらの取り組みに関する情報を保護者にも伝わるよう工夫しまた、教員間でも進路指導

に関するあり方をあらためて確認して、進路指導に関する情報発信をより積極的に行う。 

- 

（６）健康・安全 

   少人数の集団での学習により、教職員の目の届く範囲が広くなり、安全への配慮はよりよくなってい

る。健康指導については、今後も生徒・保護者への丁寧な説明を継続し、発信している情報の周知に

努める。 

（７）施設・設備 

   施設面では、短期に解決できることは迅速に対応していく。清掃について生徒の評価が低い。清掃の

あり方や施設の使用方法などについて、全日制と協力して改善していく。 

（８）学校情報 

   ホームページや SNS を利用して、行事や授業についての情報発信力の向上に努めた。今後も生徒を

経由した情報伝達の指導を徹底するとともに、広報誌や学級通信の発行などで情報を周知する。 

（９）体罰・暴言防止への取り組み 

   体罰に関する問題は生じていないが、安心・安全な学習環境を維持するため、生徒間の暴言について

は毅然として粘り強い指導を継続する。体罰や暴言等を許さない雰囲気を醸成するなど、教員の組織

的な指導体制をさらに強化する。また、SNS等を通した発言について講演会等を利用して考えさせる

機会を継続して設定する。 

６ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】 職員会議・企画調整会議とも参加実績はない。    

７ その他 

 新型コロナウイルスによる感染防止対策が徐々に緩和されたことで、学校内の教育活動や、学校外のボ

ランティア活動等も少しずつではあるが再開されている。コロナ禍前のようになるには、まだ時間がかか

ると思われるが、その中でも可能な限りの活動を行えたことに対して評価をいただいた。次年度の励みと

したい。 


